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P・．−316　Palliative　cilem   therapy と して の weekly 　paclitaxel療法の 有用 性
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1目的】癌化学療法は cure を 目指 す 治 療法の み な らず，　 palliative　therapy として の 側面を持つ ．　 Paclitaxelは卵巣癌の 他 に 子

宮体癌，頸癌 に対 して も有効性が証明 され，さ らにそ の 投与法 も 3週毎の 他， 毎週 投与の 有用 性 も報告 さ れつ つ あ る．今回 ，

再発婦人科悪性腫瘍 の 難治例 に対 して の weekly 　paclitaxei療重去の 有用性 を検討 した，1方法】標準 的 治 療 に反 応 不良，　 heavy
な筋治療 あ り，

P、S．が 悪 い な ど の 再 発 卵巣癌 5 例 ， 再発子宮体癌 2例，再発 子宮頸癌 3 例 の 計10例 に 対 して informed　consent

の ヒ，paclitaxel　60mg ／m2 を毎週 3 時間 で投与．9週 連続投与 （2週体薬）または 6週連続投与 （2週休薬）で，計18週投与を［」

標とし治療，抗腫瘍効果，薬物有害反応，延命効果，QOL につ き検討 した．【成 績1（1）年齢 の 中央値 は51．oF才 （範 囲 ：44〜66
才）．P．S．はO：3例，1 ：1例，2：6例，3 ：1例．（2）評価可能病変 を有 した 8 例中，　 PR 　2例，　 NC 　2例，　 PD 　3例 で奏効率」2，5％．（3）
grade 　3，4の 好中球減少 を 3例 と 1 例 に 認め た ．　 G−CSF は 2 例 に 3 目 問の み 使用。　 grade　3の 血色 素減少 を 3 例 に 認め，2例 に

輸血 施行．全 例 9Tade2 の 脱毛 を認 め た．筋肉痛 ， 末梢神経障害は軽微．爪 の 障害を 2 例 （痛み 1例，脱落 1例）に 認 め た．
治療 の 延期 は 3例 に ユ週問，1例 に 2 週闘要 し たの み で ， 平均17，6週 の 治療が 可 能 で あ っ た ．（4）治療中 に P．S．が 低下 し た の

は 艮例の み．治療期間 li
．
1の 在宅 日数の 占め る割合 は 平均842 ％．治療開始 後 folgow　up 　＃A問が 最 長 ユ5 ヵ 月 の 現 在，　 NED ｝例，

AWD 　7例 ，
　 DOD 　2evで あ る 。【結論】weekly 　paclltaxel療法 は，　 P．S．を損 な わ ずに 効果が あ る程 度期待 さ れ る とと も に，　 c。 m ・

pliance が 良好 で，　 QOL の 面か らもpatliative　therapy として の 右用性が確認された。

P−317　卵巣癌再発例 に対す る weekly 　l’aclgtaxct 　Carboplatin療法の 検討

慈 患 医 大柏病 院
1
， 慈恵医 大

Z

和 田誠 ∫〔［
1
，三 沢昭彦，国東志郎

且

，上 il．1 和
1
，林　　博：le 斎藤絵美

1
，高梨裕子

1，小林重光
1
，安 田　允

】

，田 中忠夫
U

【目的】上皮性卵巣癌 に対す る Paclituxei−Carboplatin療法 は first　line　chemotherapy と して は 我が 国 で も標準 的 治療 に な り

つ つ あ る．一一・方， 再 発癌 や salvage 療拿去と して の se α〕nd 　line　chemotherapy は，今まで 確立 され て い ない の が 現状で あ る．今

回 は，再発 卵巣癌 に対 して の weekly 　PaClitaxet−Carboplatin療法 の 効果及び副作用を検討 した．【方法1対象は，上皮性卵巣癌

再発の 14症例で あ る．平均年齢5L9歳，　PSO −2，全 例，初 回 に手 術 及 び所 定の 化 学 療 法 を施行 して い る．再発 の 部位 は癌性腹胸

膜炎 7 例，肝，リ ンパ 節転移 3 例，SLOpositive が 1例，腫瘍マ
ーカー上 昇が 3例で あ る．進 行期 は II王b 期 1例 ，　IIIc期 9例 ，

IV期 2例 で あ り， 糾 織 型 の 内訳 は
，
　 serous 　9例，　 endometrloid 　2例，　 undifferelltiated 　2例，　 clear 　eell　1例 で あ っ た．投与法 は，

Paclitaxel投 与量 は60−80rng／m2 ，Carboplatin投与量は Calvert式を使用 し，　AUC 値 一2で 算出した．こ れ らを dayl，8，15に 投 サ

した後，2週閲休薬 （4週 閭）を至コ ー
ス と して 5−6コ ース 予 定 で 行 っ た．治療 効果 の 判 定は計測 可 能病変 の な い 症例 は腫瘍 マ ー

カ ーを参考とした．城 績！延べ コ
ー

ス は5e コ
ー

ス で あ り，予定の 治療 を終 ゴで きた の は 6 例で ， 離脱が 3例 ， 現在治療中が

5 例で あ る．治療効果 は ， 治療中の 5 例 を の ぞ き，CR ユ例，　 PR2 例，　 NC1 例，　 PD4 例で あ り，奏 功率は38％ で あ っ た。副作用

は 月 1 回投与法 に比 較 し軽 度で あ っ た．【結論】外来通院で の 治療 が で きる利点 は あ る が適応症例 の 選択 や投与方法な ど の 今

後 さ らに 検討が 必 要 で あ る と思 わ れ た．

P−318　再 発 卵巣癌 に対 す る Paclitaxelの Weekly お よ び Twice 　Weekly 投与の 血 li1動態 か らみ た評価
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【目的】Paclltaxel（T ＞＋ Carbopiatin（J）は 上皮性卵巣癌に 鱒す る初回 化 学療法と して 定着 して い る。しか し初 「可化学療法 で

TJ を用 い た 後 の
， 再発及び不応症例 に 対す る S　econd 　Line化学療法 Regimen が 模 索 され て い る．　T の 抗 腫瘍 効 果 は作 用 時 閊

に依存す る と考え られ て い る．そ こ で 当科 で は 治療効果を高め る た め T を分割投与 した Weekly 　TJ （WTJ ），　 Twice 　Weeldy

TJ （TWTJ ）投 与を行 っ て い るが，本 研 究 で は各投 与法 にお け る 1fiLLF　T 濃度 と殺細胞濃度持続時 間 の 関係を検討し た。1方法l
TJ ・WTJ ・TWTJ を 施行 した上 皮 性 卵巣 癌患者各 3例 を対象と した．投与法は TJ；180mg／mL

’

を月 1回投 与，　WTJ ；60mg／rn2
を 週 1 回 3 週 間投 与，TWTJ ；30mg 〆nユ箜 週 2 回 3 週 間 投 与 し た．　 lnf。rmed 　conscnt 取 得 後，薬 剤 投 ワ終 了 か ら

0，0．5」，4β，24，30，36，48時 間後 に採 血 し，HPLC 法 に て T の 血 中濃度を 測定 した．【成績】Cmax （最高血 中濃度）は TJ ；3．85μg／rnl，
WTJ ；1．262μg／ml ，TWTJ ；1．057μg／ml で あ っ た．　 T の 殺細胞発 現濃度は G．0085μg〆ml （0．0ユμM ＞で あ り，　 TWTJ で は 36時問後，
TJ ・WTJ で は娼 時閧後に o．olμM 以

．
Fとな っ た．各投与の 1ヵ 月問 の O．01μM 以 上 の 血中濃度持続時閭は TJ ；48時閲，　 wTJ ；

ユ44時間，
TWTJ ；216時閲で，殺細胞濃度持続時間は TWTJ が 最 も長 か っ た．【結 論】T の 分 割投 与 に よる 殺 細 胞濃 度持 続 時 間

をlill中動態 よ り検討 した．　T の 殺細胞濃度で ある 0．01μM の 持続時間は，　TJ よ りWTJ ，　TWTJ で よ り長い 傾向が示 さ れ た．　T
の 分割 投 与 は殺 細 胞 濃度持 続時 間 を長時 開持続す る こ と に よ り，さ ら なる効果が 期待 で きる 薬剤投与法 の ひ と つ と考 え られ

た、
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